
後
志
の
ア
イ
ヌ
資
料
は
わ
ず
か

太
平
洋
岸
、
石
狩
川
流
域
に
比
べ

て
、
日
本
海
岸
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸

地
域
の
ア
イ
ヌ
文
化
に
つ
い
て
は
、

非
常
に
限
ら
れ
た
こ
と
し
か
知
ら
れ

て
い
な
い
と
い
う
。

野
田
サ
ト
ル
氏
の
漫
画
『
ゴ
ー
ル

デ
ン
カ
ム
イ
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
、
ア
シ

ﾘ
パ
は
小
樽
近
郊
の
コ
タ
ン
「
村
」

に
住
ん
で
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
ア
イ
ヌ
語
小
樽
方
言
に
つ
い
て

も
わ
ず
か
な
文
献
資
料
し
か
残
っ
て

い
な
い
の
で
、
幌
別
方
言
を
ベ
ー
ス

に
、
近
隣
の
方
言
の
要
素
を
ち
り
ば

め
て
、
架
空
の
方
言
を
作
り
上
げ
て

い
る
。

後
志
地
方
で
も
近
代
に
お
い
て
は

余
市
の
歌
人
違
星
北
斗
や
、
小
樽
出

身
で
近
文
ア
イ
ヌ
給
与
地
返
還
運
動

に
尽
力
し
た
天
川
恵
三
郎
の
よ
う
な

著
名
人
も
出
て
い
る
が
、
今
回
は
近

世
史
と
英
雄
叙
事
詩
に
お
け
る
余
市

に
焦
点
を
当
て
て
み
る
。

余
市
ア
イ
ヌ
北
方
・
大
陸
と
交
易

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
戦
争
（
一
六
六

九
年
）
当
時
の
ア
イ
ヌ
勢
力
図
は
左

図
の
通
り
。
余
市
は
宗
谷
、
利
尻
な

ど
の
ア
イ
ヌ
と
と
も
に
、
樺
太
ア
イ

ヌ
と
松
前
の
間
を
つ
な
ぐ
交
易
に
よ
っ

て
利
益
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
樺
太
ア
イ
ヌ
と
大
陸
の
山
丹

人
と
の
交
易
ル
ー
ト
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
石
狩
ア
イ
ヌ
は
シ
ャ
ク
シ
ャ

イ
ン
戦
争
に
参
加
し
な
か
っ
た
が
、

余
市
は
こ
の
戦
争
に
加
わ
り
、
商
船

を
襲
っ
た
。
松
前
の
不
平
等
な
取
引

に
苦
し
ん
だ
た
め
だ
。

ユ
カ
ラ
か
ら
余
市
ア
イ
ヌ
を
知
る

ア
イ
ヌ
英
雄
叙
事
詩
に
は
余
市
ア

イ
ヌ
が
活
躍
す
る
話
が
よ
く
あ
り
、

ユ
カ
ラ
の
主
人
公
の
故
郷
シ
ヌ
タ
プ

カ
（
浜
益
）
と
姻
戚
関
係
に
あ
る
と

い
う
設
定
が
多
い
。
浜
益
は
石
狩
ア

イ
ヌ
の
勢
力
地
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

な
ぜ
余
市
と
浜
益
が
関
係
が
あ
る
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
の
か
。
ユ
カ

ラ
「
ク
ト
ゥ
ネ
シ
リ

カ
（
虎
杖
丸
の

曲
）
」
か
ら
そ
の
意
味
を
考
え
る
。

「
ク
ト
ゥ
ネ
シ
リ
カ
（
虎
杖
丸
の
曲
）
」

（
あ
ら
す
じ
）
ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ペ
は
両

親
が
お
ら
ず
、
シ
ヌ
タ
プ
カ
で
育
て

の
兄
姉
に
養
育
さ
れ
て
い
る
。
イ
シ

カ
ラ
（
石
狩
）
湾
に
黄
金
の
ラ
ッ
コ

が
出
現
し
、
石
狩
人
が
そ
れ
を
捕
ま

え
た
者
に
自
分
の
妹
（
石
狩
姫
）
と

財
宝
を
や
る
と
言
っ
て
い
る
と
い
う

話
が
聞
こ
え
て
く
る
。
ポ
イ
ヤ
ウ
ン

ペ
は
黄
金
の
ラ
ッ
コ
を
獲
っ
て
シ
ヌ

タ
プ
カ
に
持
ち
帰
る
。
し
か
し
、

石
狩
人
は
ラ
ッ
コ
を
取
り
返
す
た

め
に
攻
め
て
く
る…

。

解
釈ラ

ッ
コ
は
千
島
列
島
に
生
息
し

て
い
る
の
で
、
石
狩
湾
に
い
る
は

ず
は
な
い
が
、
交
易
の
重
要
な
品

と
し
て
松
前
ま
で
運
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
話
は
石
狩
の
ヤ
ウ
ン
ク
ル

（
陸
の
人＝

北
海
道
ア
イ
ヌ
）-

レ

プ
ン
ク
ル
（
沖
の
人＝

大
陸
の
異
民

族
）
連
合

対

ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ペ
と

余
市
の
ヤ
ウ
ン
ク
ル-

レ
プ
ン
ク
ル

連
合
の
戦
い
と
考
え
ら
れ
る
。

石
狩
湾
は
樺
太―

大
陸
と
の
交
易

拠
点
と
し
て
非
常
に
有
利
な
場
所
で

あ
り
、
物
語
の
時
点
で
そ
の
覇
権
を

握
っ
て
い
た
の
が
石
狩
人
だ
と
す
る

と
、
そ
の
地
域
と
の
繋
が
り
を
強
め

る
こ
と
の
意
義
が
理
解
で
き
る
。

現
実
世
界
の
反
映
と
見
る
な
ら

余
市
が
交
易
の
覇
権
握
る

実
際
に
は
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
戦
争

時
点
で
は
余
市
が
日
本
海
交
易
の
覇

権
を
握
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
ク

ト
ゥ
ネ
シ
リ
カ
（
虎
杖
丸
の
曲
）
」

に
描
か
れ
て
い
る
の
は
そ
れ
以
前
の

状
況
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

余
市
が
浜
益
と
手
を
組
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
石
狩
湾
か
ら
の
出
口
は
押

さ
え
ら
れ
、
石
狩
ア
イ
ヌ
は
大
陸
と

の
交
易
を
断
ち
切
ら
れ
た
が
、
浜
益

は
そ
の
後
、
石
狩
ア
イ
ヌ
の
傘
下
に

置
か
れ
、
余
市
の
み
が
残
っ
た
と
い

う
筋
書
き
が
考
え
ら
れ
る
。
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余
市
ア
イ
ヌ
に
思
い
を
馳
せ
る

⑱

連
続
講
座
「
北
海
道
の
自
然
・
歴
史
が
形
作
っ
た
小
樽
を
考
え
る
」
（
似
鳥
文
化
財
団

主
催
）
第
５
回
は
「
ア
イ
ヌ
文
化
か
ら
み
た
後
志
・
小
樽
」
と
題
し
、
中
川
裕
氏
（
千
葉

大
学
名
誉
教
授
）
が
講
演
さ
れ
た
。
中
川
氏
は
言
語
学
、
ア
イ
ヌ
語
学
、
ア
イ
ヌ
口
承
文

芸
学
を
研
究
さ
れ
、
野
田
サ
ト
ル
氏
の
漫
画
『
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ム
イ
』
の
ア
イ
ヌ
語
監
修

者
で
も
あ
る
。
今
回
は
近
世
史
と
英
雄
叙
事
詩
に
出
て
く
る
余
市
に
焦
点
を
当
て
た
。

中
川
裕
氏
は
右
の
新
書
も
出
し
て
お
ら
れ
る
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ム
イ
の
ア
シ
ﾘ
パ
の
衣
装
（
上
）

高
島
ア
イ
ヌ
の
テ
タ
ラ
ペ
（
草
皮
衣
）
（
下
）
に
着
想
を
得
た
。

（
小
樽
総
合
博
物
館
蔵
）

明治30年代に高島アイヌが残した。

下のデザインを逆さに使用している。


